
様式第 2号

事業計画書

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。

1 管理運営についての基本方針等
(1)施設の管理運営についての基本方針を提示してください。

虎姫時遊館は、地域固有の生活に根差した歴史、文化の情報を広く発信し、

訪問者と地域住民相互の交流を促進する事で地域振興を図ることを目的に

設置された施設です。

そのことに鑑み、過去を見つめ、未来につなぐ創造志向で施設管理運営を

(株)ま ちづくり虎姫が中核となつて推進します。

基本方針

歴史文化の情報発信、住民相互交流、地域振興、の 3本社

① 条例、規則等法令遵守で供適な施設環境の提供と最大活用を図ります。

② 公明、公正、公平の3原則で管理運営と利用者価値の向上を目指します

③ 三方 (利用者・行政 ,指定管理者)良し精ネ中での管理運営を進めます。

上記を最大化するための事業推進

① 利用しやすい施設に向けての環境整備とサービス提供

(来館者や文芸クラブ、お花の会など各種団体と連携)   .
② 元気の出るコミユニテイ寄り合い所づくり

③ 地元組織との連携で歴史や生活文化の情報発信や企画展示による観光振興

と特産品や周遊店舗などの新規ビジネス創出

(2)指定管理者を希望する理由 `目的を提示してください。

(株)まちづくり虎姫はあらゆる面で人々が住みやすいまちづくりを理念にあげ

地域密着型の事業を推進しています。指定管理施設の」R虎姫駅コミュニティ

施設と隣接するテナント事業の一体化で地域特性の総合力を発揮する事により、

より効率的な運用と活用が提供できます。併せて、地域振興と数少ない文芸の館、

地域歴史の館 として必要としている人の期待にもこたえるべく3年の実績をもと

に継続 して指定管理者を希望するものです。
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2 組織体制 E職員配置等
(1)管理運営の組織体制を提示してください。

・館長 1名 を中心に職員 3名 と臨時職員 2名 を配置し運営にあたる。

・役割分担  館長・・ 。・全体管理運営統括、決裁、外部窓日、施設管理、
危機管理対応、クレーム対応。

職員・・・・会計、来館窓日、自主事業企画立案。

臨時職員・・施設管理

・ローテーション体制で館事業、借館状況に応じ複数人勤務体制を実施。

全体責任

運営管理統括

業務推進

(2)管理運営に係る職員配置を提示してください。

別紙 1:標準的な勤務ローテーションを示します。

(3)人材育成の考え方や職員の研修計画等を提示してください。

・施設長会議、職員研修会 (報連相会)への出席で視野、他施設の状況勉強

・地域情報、他施設等の事業、展示の情報共有・・ 1回/月 (全体会議の中で)

実施。

管理体制

指定管理者

↓

館長

↓

職員

運営体制

館長

↓

職員

役職 担当業務内容 資格 L能力等 雇用形態 勤務形態

(例)館長 甲種防火管理者 常動
通常勤務
8:30-17: 15

館長 全体管理総括 安全管理者

甲種防火管理者

常勤 通常倒J務

8:30-17: 15

職員

3名

会計、企画、館管理 PC操作 常勤 通常勤務

8:30-17: 15

臨 時 職

員 2名

館管理 アルバイ

ト

通常勤務

8: 30-17: 15

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。
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3 利用促進等
(1)施設の利用促進に向けた具体的な取組 (施設の特色を活かした自主事業の展開を含む。)及び達成

目標を提示してください。

5つの活用拡大施策

1:従来から活用 して頂いている団体、組織のリピー ト。
・既存諸団体との連携強化。

・要望、改善点等ニーズの吸収と対応 (改善アンケー トなど)。

2:地域資産との連携と連動行事の推進。
・虎姫地域づくり協議会。

・元三大師。

・虎御前山保存顕彰会。

ユ :新規利用者の確保

,各種団体r、のPR(ス ポーツ少年団、老人会、女性会、自治会、
工般財団法人など)ψ

4、 各種団体等の研修場所としての施設として提供し利用率向上。

5、 自主事業による利用者拡大。

【達成目標】

年度 利用者数 積算根拠

平成 31年度 5,300人 ・平成 29年をベースに5%/年利用者数の

アップの目標設定。

・尚、使用料 (利用料金)については現状を

維持する。

平成 32年度 5,600人

平成 33年度 5,900人

平成 34年度 6,200人

平成 35年度 6,500人

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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)

(2)地域

1、

関係機関ロボランティア等との連携についての考え方や方策を提示してください。

地域・関係機関

地域に根差 した関係団体が多くあり、歴史探訪、研修では「虎御前山古墳と

中世城郭保全顕彰会Jの保存会や田んぼアー トを主催 している「虎姫地域づ

くり協議会」等の団体と活動連携を密にし、時遊館が情報発信のコア搬点と

なる様に進めて行きたいと考えます。

ボランテイアとの事業連携

虎姫地域にも長年活動をしているボランティアグループがあり、そのグルー

プに虎次Eの歴史研修の場として参考にしてもらうことや、企画等の検討する

場所としても活用してもらえる環境整備を進めたいと考えます。

又、将来的には虎御前山中腹の都市公園を活用した青少年野外活動場所と一

体になった拠点づくりを進めます。

2、

(3)施設のPRや情報提供など広報活動についての効果的な取組を提示してください。

1、 ホームページの積極活用の推進。

①定期的な更新と来館者の声、展示紹介等の掲載

2、 見える化、知らせる化の活用で認識度アップを計る。

① JR虎姫駅の活用
②年間開催事業ポスター掲示

3、 市役所記者クラブヘの積極的な記事提供で認知度向上を図ります。

・開催行事前月の案内紹介記事

4、 関係機関との連携事業PRの実施。
・虎姫地域づくり協議会、(株)ま ちづくり虎姫、虎姫まちづくリセンター

などと定期的な連絡会を開催し課題共有する。  1回/3ケ月

)

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。
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4 サービス向上等
(1)利用者等からのニーズの把握方法を提示してください。

1、 利用者 (貸館事業、自主事業)使用後のアンケートを実施 (2回 /年 )

①利用者満足度

②展示及び館内案内の満足度

③職員応対態度

④要望等

2、 社外メンバーと職員、 (株)まちづくり虎姫役員による虎姫時遊館運営委員

会を 1回/6ケ月程度で開催 し、課題、ニーズ、要望の掘り起こしと紺応策
を検討する。

① 社外メンバー

・元時遊館職員

・利用者代表 (,F句の会、山野草の会、地元収集家)

・虎姫地域づくり協議会委員

。第 3者的立場のメンバーとして (民生委員)

(1)利用者等からの苦備日要望等に対する対応について提示してください。

時遊館に「ご意見箱」を設置 し利用客の声 (意見、要望、苦情)を聞き、

その対応には時遊館職員の仮称業務委員会でまとめ、結果を虎姫時遊館

運営委員会に提出しご意見を頂き、運営に反映する。

(1) その他サービスの質を維持・向上するための取組について提示してください。

来館されたときに気持ち良くお迎えする、過ごしていただくために。

1、 職員からの挨拶と笑顔発信。

2、 施設内の整理、整頓と清潔感。

3、 季節感のある花提供

4、 職員マナー勉強会 (他の施設見学 。・ 1回/年)     
ヤ

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版 )を作成してください。
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5 施設の管理運営等
(1)施設の管理運営における経費節減のための取組について提示してください。

1、 費用削減

・(株)ま ちづくり虎姫の構成員、役員でスキルをもつている人の協力を

得て、自助努力でちょつとした修繕、修理などを行う。

。(株)ま ちづくり虎姫が受託している指定管理施設と共同購入による

スケールメリットをいかし、消耗品などの節約を図る。

・光熱費削減・・・昼間の消灯 (来客不在時、外路等タイマー設定見直し)

2、 ムダの排除

・利用者側から見た時にムダと思われないような使い方。 (照明、水道)

(2)利用料金の設定及び設定根拠について提示してください。

区分 単位 使用料 利用料金 (案 )

和室研修室 1時間 200円 0円

小研修室 1時間 100円 0円

備 考

1

2

3

4

使用料は 1時間単位とし、使用時間に 1時間に満たない端数が生じる場合は切り

上げるものとする。

第 4条に規定する開館時間以外の使用の場合は、当該使用料の 5割増しとする。

長浜市外に住所 (団体又は法人にあつてはその所在地)を有するものが使用する

場合は、この表に定める使用料の倍額とする。

展示会場として 3日 以上連続して使用する場合の 3日 日以降の使用料は、その使

用料の 5割 に相当する額とする。

(利用料金の設定根拠)

。使用料は長浜市生活文化交流施設条例で設定されておりその条例を遵守する

(3)維持管理業務 (清掃・保守点検・警備等)の内容、方法、頻度等について提示してください。

①維持管理業務

施設点検を絶えず行い異常を発見した時は速やかに修理をする。

(早期発見、早期修理を心がける。)

②防災

日頃から防災意識をもち、火災については火の用心に常に心がけ、職員の中で、

避難経路確認や消火器、消火設備の位置確認並びに周辺の整理整頓を実施する。

年 2回の避難訓練を執り行う。事故発生時対応のマニュアルの掲示と研修を

おこなう。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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6 その他
(1)利用者の個人情報を保護するための取組を提示してください。

1、 利用者の利用申請書 (目 的、氏名 連絡先、等の個人情報に係る資料)は
紙ベースとして、カウンターに保管し施錠管理する。

(2)施設の管理運営における環境に配慮した取組を提示してください。

1、 施設廃棄物の 3R推進
・リユース、リサイクル、リコース

2、 施設周辺の除車

・環境対応除草剤の使用

3、 省エネ

・不使用場所含めたこまめな消灯

・使用者に西己慮した冷房、暖房温度設定

4、 5Sの徹底
・ 5S(整理、整頓、清潔、清掃、躾)の徹底で、ムダのない、明るい

職場づくり

(3)防災、防犯その他緊急時 (災害・事故等)の対応及び危機管理体制について提示してくだささい

危機管理

緊急連絡網・ `。 別紙 2

危機発生時のマニュアルを作成、表示し、危機発生時の対応を訓練する。

緊急時連絡体制をしっかりと作り、表示するとともに研修をする。

(4)同様・類似の業務の実績等があれば、記入してください。

JR虎姫駅コミュニティ施設の指定管理者 (平成 18年より現在も受託 )

も
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7 自由提案
その他施設の管理運営業務を効果的・効率的に推進していくために提案したいこと、貴団体の独自性や

アピールしたいことがあれば、記入してください。(例 :女性・若者の参画、資材等の地元調達など)

1)指定管理を受託して 2年間の成果と反省、課題

出来たこと。

①利用状況 (H25～ 27と H28, 29年 の年間平均比較)
・利用件数、利用者数は目標達成

利用件数 15%ア ップ (132件→ 151件 )

利用者数 40%ア ップ (3, 533人→ 4, 981人 )
・利用料金は未達

但し、利用料金 39%ア ップ (42, 000円→ 58, 800円 )

②事業 (貸館及び自主事業)

・過去から継続してきている事業はリピー トで活用。

つ卜句の会、山野草展、楽器練習など

。新規事業

兜展示と教室、地元の収集家掘り下げ (四季農耕図、掛け軸など)

エコ鉢づくり体験と作品展示、スポ少活用、自治会活用など

③館整備 (自 前推進もしながら)

・館内外の整理・清掃、花壇造成、植木伐採、竹囲い修復、畳の表替えな

ど

出来なかつたこと

①地域と連携した特産品創出

・竹細工、五目飯などをまち会社と一緒になり特産品づくりを模索するも

実施に至つていない。

・ 」R虎姫駅を起点とした賑わい創出などの参画などが未達。

2)課題

虎姫時遊館はつF句等の文芸と地元歴史展示を主に開設されました、20年

にわたる経過の中で来館される人や年齢構成も変化 し事業や展示のリ
ニュ

アール時期が来ていると考えます。

時遊館の特徴を活かしつつ役割、存在意義を高めるため次の 5年間の指定管

理の中で更なる活動の広がりを進める必要がある。
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(3)総括

①指定管理者として3年間の管理運営実績と将来性

虎姫時遊館施設の指定管理者として 8年が経過した、大きなトラブルも無く今日ま

で管理運営が出来た。来館される利用者の使い勝手、利用したい思つてもらえる環境

整備を進め、従来のリピー ト使用者の方はもちろん新規利用者の拡大に知恵を絞って

運営してきました。その結果利用者数や貸館件数も増加し、利用者の声も直営時に比

べ、良くなつたとの評価を頂いております。その事は担当している職員一同も実感し

自負しております。ただ 利用者の方の固定化や高齢化に伴う施設運営の活性化は先

に述べた課題と同様に避けて通れない課題と認識しており、まちづくり会社と一体に

なつた企画検討や運営が更に必要になってくると考えます。

②虎姫時遊館施設を起点とした広域地域連携・賑わい化

当施設の特色である文芸・歴史の館である虎姫時遊館を起点とし同じ指定管理施設

であるJR虎姫駅コミュニティ施設 (駅/テナント・福祉施設)をや歴史の山 (虎御

前山地域)～おみくじ寺院 (玉泉寺)をつなぐ街道イメージの面展開でぐるつと史跡

めぐりができ各場所で地元野菜を中心に屋台で食事が出来るような活動や、となり駅

である田村駅は小谷城城址を観光の目玉として取り組んでおられ、そことコラボをし

て 1+1が 3になる様なトータルとして効果のでる企画推進。
また、平成 31年度からは虎姫地区に小中一員校が開設されますので、その事に合

わせたイベント (例えばこどもつF句の拡大)や地元収集家の掘 り下げ拡大 (趣味、骨

董等)を通じ地域活性化と、賑わい化に貢献していく。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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